佐久近辺の美術批評　第1号　2009年上半期

　　　彫刻の持つ生命力
画家のたかはしびわさんの依頼により、佐久近辺の美術批評の第一回目を担当させていただくことになった。美術批評は18世紀末から19世紀初頭のフランスに始まったとするのが定説だそうだ。容易に美術作品に接することのできる展覧会が多く催されていたこと、多くの作品に対する信頼できる評価が必要とされていたこと、批評を受容する一定の読者層やそれを掲載するメディアが形成されていること等、都市空間の成立と密接に関わる美術批評の成立要件が、初めて満たされたことがその有力な根拠であるという。佐久市を中心とするこの地域でも、成熟した都市空間となるために美術批評の必要性が感じられるようになってきたということであろうか。　
さて、本題の佐久近辺の2009年上半期の美術批評だが、特に印象に残ったものとしてメルシャン軽井沢美術館の『もうひとつの森へ』について述べたいと思う。この展覧会は、メルシャン軽井沢美術館の本年度最初の企画で、キュレーション及び空間構成は、クリエイティブユニットとして国内外で活動するgraf media gmが担当している。豊かな自然の中に佇む美術館の立地性に注目し、三沢厚彦、マイ・ホフスタッド・グネス、津田直、佐々木愛の4 人が、「森」をキーワードにそれぞれの分野である彫刻、映像、写真、インスタレーションにより、体験や記憶、想像の世界を通して『もうひとつの森』を浮かび上がらせるというものだ。
美術館の展示室に入ると、天井から吊り下げられた白いカーテン状の布で区切られた空間が、迷路のように連なっている。その空間ひとつひとつに展示がなされており、まるで白い靄に包まれた森に迷い込んだような錯覚を覚える。佐々木愛のインスタレーションは、砂糖や卵白、レモンといった素材を、ロイヤルアイシングという技法によって壁面に施したレリーフ・ペインティングである。主に植物が描かれているが、美術館周辺の民話などをリサーチしてイメージしたという。展示期間が終われば取り壊され、鑑賞者の記憶にのみ残るという脆弱さが、自然の森との共通点と言えるかもしれない。マイ・ホフスタッド・グネスの作品は、作家自身がイメージする森を動物・昆虫・植物などのアニメーションで表現したものである。繰り返される動画が、鑑賞者に森で野生－メルシャン軽井沢美術館『もうひとつの森へ』－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷典子（ギャラリー勤務）
の動物に遭遇したような驚きを与えてくれる。津田直は、美術館周辺地域のリサーチをもとに、ドイツで撮影したという写真で「もうひとつの森」を表現している。美術館の外で移り変わる実在の森と、ある瞬間を切り取られた写真の森の対比が面白い。三沢厚彦の作品は、荒い彫り跡を残し彩色されたほぼ等身大の動物達の木刻で、展示室だけでなく外部庭園にも展示されている。その彫刻作品からは、北部アメリカ先住民の柱状の木の彫刻であるトーテムポールと同じような神秘的・象徴的な魅力を感じる。実際には建物内部に展示した作品のみ木彫で、外部はブロンズなのだが、三沢作品からは先住民がトーテムポールに込めた思いの本質－朽ち果てた木が土に返り、新たに芽生えた木々が森を再生するという、自然の摂理に従う考え方－を感じさせる。
全体には、4人の作品それぞれが森の中で共生する動物や植物であり、鑑賞者にテーマパークのような楽しさを与えてくれるひとつの大きなインスタレーションだと言えよう。これまでメルシャン軽井沢美術館では言葉で読み理解するような展示が多かったように思うが、この展覧会では「森」という共通言語を与えただけで鑑賞の仕方を見る者に委ねているのが新鮮だった。だがその反面、コンセプチュアルな作品の存在が希薄に感じる。例えば、津田が写真で表現しようとする空気感は、同じ空間にある三沢の作品のわかりやすさによって、単なる背景となって見過ごされてしまわないだろうか。もちろん鑑賞の形は自由である。ただ、三沢の彫刻作品からほとばしる強い生命力が、他の作家たちの作品より説得力において勝っているように思えるのである。
余談だが、『第23回佐久平の美術展』に出品された齊藤智史の「帰る日」という作品からも三沢作品のような生命力を感じた。これは、お盆に故人の霊魂がこの世とあの世を行き来するための乗り物として用意される、精霊馬と呼ばれるきゅうりやナスで作る動物をモチーフとして作られた木彫作品である。この作品も古くから人々の思いを伝えてきた風習と、木の持つ温かみを現代的に表現した作品として見応えがあった。ここには挙げなかったものも含め佐久近辺で開催された展示に於いては、個人的に立体彫刻作品に惹かれることの多い2009年上半期であったように思う。下半期では心を揺るがす絵画作品にも出会いたいものである。
『佐久近辺の美術批評』とは・・・
『佐久近辺の美術批評』は、佐久近辺の美術状況において、展覧会の数はそれなりにあるにもかかわらず、それらへのフィードバックと言えるレビューまたは批評が存在しないことへの不満を漠然と感じていた私たかはしびわが、佐久近辺の美術に関心を持つ様々なレビュアーを募集・依頼して原稿を書いて頂き、個人的に発行するというフリーペーパーです（ウェブ版http://www.geocities.jp/takahashibiwa/bijutsuhihyou.html）。
A4ペラ1枚刷りで恰好良くも何ともない体裁の上に年2回発行（上半期号は７月第２週前後、下半期号は翌年１月第２週前後の発行）、という弱小批評紙ですが、恰好が良くても長続きしないものよりはと、長続きさせることに重点を置いて、２００９年上半期号を第１号としスタートさせることといたしました。
佐久近辺の美術作家・愛好家など、美術に関わる多くの人々にとって『佐久近辺の美術批評』が小さくともピリリと辛い山椒のような価値あるものとなれるよう、努力してまいります。
どうぞご愛読の程よろしくお願い申し上げます。
原稿を書いて下さる方、募集中です。
佐久近辺の美術の関心のある方で、レビューを書いてもいいという方、文章の巧拙・経験・経歴等問いません。ぜひとも下記連絡先へご連絡ください。
１年を上半期（１月～６月）、下半期（７月～１２月）に分けて年２回発行いたしますので、担当する範囲内で開催された展覧会を見て、原稿を書いて下さい。現時点では２０１０年上半期担当のレビュアーまでが決定しておりますので、２０１０年下半期以降のいずれかの号を担当していただくことになります。
締め切りは、上半期が７月第１週前後、下半期が翌年１月第１週前後です。
原稿は、編集部であらかじめ作成いたしましたワード文書をメールに添付してお送りいたしますので、そこに直接原稿を打ち込んでいただき、締め切りまでにメール添付で編集部に送信して頂くという形での受け渡しとさせていただきます（メールに直接でも構わないのですが、字数の関係でワードのほうが助かります）。
字数は１ページ分とお考えください。
展覧会全体を概括していただいてもよし、その中から最良と思われる１つの展覧会に絞って書いて頂いてもよし、いくつか注目すべき展覧会を取り上げていただくもよし、注目すべきものが見当たらなかった場合には佐久近辺の美術がどうなって行ったらよいのかの提言でも構いません。筆をとられる皆様にお任せいたします。
誠に遺憾ですが、原稿料はお支払いできません。それでも原稿を書いてやろうという皆様の美術への情熱、愛のみが頼りです。どうぞよろしくお願いいたします。（現在、原稿料のお支払いも検討中です）
なお、不明な点はどうぞご遠慮なくお尋ねください。なんでも承ります。
印刷にご協力いただける方も、募集中です。

『佐久近辺の美術批評』をご自宅のパソコンで印刷して下さる方、募集中です。下記連絡先にご連絡ください。

発行用ワード文書をメールに添付してお送りいたしますので、A4両面印刷で必要な枚数（自分用だけの印刷でも、興味のありそうなお知り合いにお渡しいただく分だけでも、ご自分のお店をお持ちでしたらお店に置いて頂ける分の印刷でも）を印刷して頂けましたら、、、。どうぞよろしくお願いいたします。
『佐久近辺の美術批評』へのご質問・ご意見・ご感想もお待ちしております。
『佐久近辺の美術批評』　連絡先
xwsdh346@ybb.ne.jp　たかはしびわ
佐久近辺の美術批評
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